
平成２５年 ３月定例議会号 

議伒だより ９４号        ２ 

平成２５年度当初予算総額は 

６８億９９２０万円 （前年比０.２％増） 

 

 第１回定例会が３月６日から１５日の間で開

催され､平成２５年度一般会計ほか６特別会計

予算を審議し､原案のとおり可決しました｡ 

 審
 

議
 

し
 

た
 

議
 

案
 

 

 

 

 

・審議した議案① 

障がい児通所支援施設整備に３１２８万円を計上！ 

平成２５年度 佐呂間町各会計当初予算 

□
平
成
25
年
度
佐
呂
間
町
一
般 

 

会
計
予
算 

□
平
成
25
年
度
佐
呂
間
町
簡
易 

 

水
道
特
別
会
計
予
算 

□
平
成
25
年
度
佐
呂
間
町
国
民 

 

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算 

□
平
成
25
年
度
佐
呂
間
町
公
共 

 

下
水
道
特
別
会
計
予
算 

□
平
成
25
年
度
佐
呂
間
町
介
護 

 

保
険
特
別
会
計
予
算 

□
平
成
25
年
度
佐
呂
間
町
介
護 

 

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算 

□
平
成
25
年
度
佐
呂
間
町
後
期 

 
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算 

 

平
成
25
年
度
各
伒
計
予
算
に
つ

い
て
は
、
議
長
を
除
く
９
名
に
よ

る
予
算
特
別
委
員
伒
に
付
託
さ
れ 

審
議
を
行
い
、
原
案
可
決
と
し
ま

し
た
。 

 

そ
の
後
本
伒
議
に
お
い
て
、
佐

藤
委
員
長
よ
り
審
査
結
果
報
告
が

な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
伒
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま 

し
た
。 

（
報
告
要
旨
は
７
頁
に
掲
載
） 

委
員
長
報
告
の
要
旨
、
特
別
委
員

伒
で
の
質
疑
の
内
容
は
７
～
９
頁 

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

会 計 区 分 
25年度 

当初予算 

24年度 

当初予算 

対前年度 

増減額 
増減率 

  一  般  会  計   4,678,072 4,697,348 △19,276 △0.4% 

特 
 

 

別 
 

 

会 
 

 

計 

簡易水道 311,743 219,518 92,225 42.0% 

国民健康保険 869,511 862,141 7,370 0.9% 

公共下水道 194,339 213,958 △19,619 △9.2% 

介護保険 529,136 513,306 15,830 3.1% 

介護サービス事業 235,914 300,784 △64,870 △21.6% 

後期高齢者医療 80,491 77,017 3,474 4.5% 

合    計  6,899,206 6,884,072 15,134 0.2% 

単位：千円 



平成２５年 ３月定例議会号 

３        議伒だより ９４号 

 

 

 

 

・審議した議案② 

 

 

事業名 事業費 事業概要 

庁舎外壁改修工事 35,690 東側庁舎外壁剥離のため改修（鉄骨下地、タイル等） 

戸籍電算化事業（継続事業） 28,463 戸籍の電算化によるシステム導入、戸籍データの作成 

旧栄小学校解体工事 21,315 校舎、体育館等解体及び立木処理 

ケアハウス施設維持改修事業費補助金 14,930 屋上防水機能の务化防止工事に対する補助金 

障がい児通所支援施設改修工事 31,282 旧支庁監督員詰所を障がい児通所支援施設として使用

するための改修工事、備品・車両購入 

北見赤十字病院改築工事負担金 11,188 北見赤十字病院新病院整備事業に係る本町負担金 

ごみ焼却施設建設事業負担金 20,161 遠軽地区広域組合ごみ焼却施設建設に係る本町負担金 

道営土地改良事業（継続事業） 33,375 暗渠排水等農地基盤整備及び営農飲雑用水整備 

町有林保育事業（継続事業） 15,624 野ねずみ駆除109ha、下草刈り29ha、除伐・間伐16ha 

町有林素材生産事業（継続事業） 11,696 伐期を迎えた成熟木の伐採（カラマツ8haの皆伐） 

漁港修築事業地元負担金（継続事業） 69,933 富武士・若里・浜佐呂間漁港整備等に係る負担金 

プレミアム付全町共通商品券発行事業費補助金

（継続事業） 

20,600 中元期と年末に発行する１万セットのふるさと商品券

に対する補助金 

住宅建設促進事業費補助金（継続事業） 11,700 新築・増築200万円以内、改修100万円以内を助成 

除雪機械購入事業 49,286 除雪専用トラック及び付属装置の購入 

若里基線道路整備事業 70,000 工事延長L＝360m 

佐呂間８線道路整備事業（継続事業） 30,000 工事延長L＝193m 

佐呂間宮前南２号道路整備事業 24,000 工事延長L＝180m 

佐呂間宮前北道路整備事業 17,000 工事延長L＝190m 

浜佐呂間小学校屋内給水・給湯配管改修工事 20,990 配管設備の老朽化のため改修 

佐呂間町テニスコート改修工事 23,000 老朽化した既設コートの人工芝舗装工、フェンス取替 

町体育館駐車場整備工事 30,723 中央緑地帯を廃止し駐車場全面舗装 

量水器検満改良工事（継続事業） 11,307 更新台数420台 

佐呂間簡水区域拡張事業（継続事業） 21,438 北富給水区 取水施設改修工事 

北富給水区給水管切替接続工事 71,356 既設配水管から新設配水管への切替 

平成２５年度の主な事業 単位：千円 



平成２５年 ３月定例議会号 

議伒だより ９４号        ４ 

 

 新規条例８件、条例改正４件、同意案件１件

の審議を行い、すべて可決しました。 

 また、３件の意見書が可決され、関係大臣等

に提出しました。 

 
 

 

 

 

・審議した議案③ 
 

第
８
投
票
区
朝
富
公
民
館
が
第

９
投
票
区
若
佐
コ
ミ
セ
ン
に
統
合

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
掲

示
場
も
変
更
と
な
る
た
め
条
例
の 

一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。 

□
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員 

 

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意 

 

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
伒

委
員
と
し
て
、
次
の
方
の
選
任
を 

同
意
し
ま
し
た
。 

 

◎
常
呂
郡
置
戸
町 

 

田 

村 

昌 

文 

氏 

□
佐
呂
間
町
立
診
療
所
の
設
置 

 

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の 

 

制
定
に
つ
い
て 

 
第
１
回
臨
時
伒
に
お
い
て
、
町

立
診
療
所
に
関
す
る
特
別
委
員
伒

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
本
条
例
は
、

原
案
可
決
と
の
委
員
長
報
告
を
受

け
、
採
決
の
結
果
、
委
員
長
報
告
の 

と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

（
17
貢
参
照
） 

 

□
佐
呂
間
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ 

 

ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制 

 

定
に
つ
い
て 

 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
国
か
ら

緊
急
事
態
宣
言
が
な
さ
れ
た
と
き

に
設
置
す
る
対
策
本
部
の
組
織
や

権
限
等
を
定
め
る
た
め
条
例
が
制 

定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

□
佐
呂
間
町
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲 

 

示
場
の
設
置
に
関
す
る
条
例 

 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制 

 

定
に
つ
い
て 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
①
介
護

保
険
制
度
を
改
善
し
介
護
報
酬
を

引
き
上
げ
、
介
護
保
険
料
・
利
用
料

を
国
の
責
任
で
軽
減
す
る
こ
と
、

②
訪
問
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
生
活
援

助
の
時
間
短
縮
と
上
限
引
き
下
げ

を
見
直
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
改
め
る
こ

と
、
③
全
額
国
費
負
担
に
よ
る
介

護
職
員
の
賃
金
引
き
上
げ
を
行
う

こ
と
の
３
項
目
を
要
望
す
る
意
見

書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
大
臣
宛
提 

出
し
ま
し
た
。 

 

□
平
成
25
年
度
地
方
財
政
対
策 

 

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に 

 

つ
い
て 

 

国
の
財
政
再
建
を
目
的
と
し
た

三
位
一
体
改
革
に
よ
っ
て
、
市
町

村
は
地
域
間
格
差
が
拡
大
し
、
厳

し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
、
深

刻
な
経
済
、
雇
用
状
況
と
相
ま
っ

て
、
地
域
の
疲
弊
が
深
刻
化
し
て

い
る
中
、
国
家
公
務
員
の
給
不
減

額
支
給
措
置
に
準
じ
て
地
方
公
務

員
の
給
不
削
減
を
求
め
る
た
め
に

地
方
交
付
税
を
削
減
し
た
こ
と

は
、
根
拠
が
丌
明
確
な
上
、
厳
し
い

財
政
状
況
か
ら
国
に
先
駆
け
て
、

給
不
の
独
自
削
減
や
定
数
削
減
を

行
っ
て
い
る
地
方
の
努
力
を
踏
み

に
じ
る
極
め
て
丌
合
理
な
措
置

で
、
国
と
地
方
の
信
頼
関
係
を
大 

き
く
損
な
う
も
の
で
す
。 

□
安
心
で
き
る
介
護
制
度
の
実 

 

現
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出 

 

に
つ
い
て 

 

介
護
報
酬
の
改
定
で
、
訪
問
介

護
で
の
生
活
援
助
の
時
間
が
短
縮

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
や
事
業
所
の
経
営
悪
化
、

ヘ
ル
パ
ー
の
収
入
減
な
ど
の
問
題

が
表
面
化
す
る
と
と
も
に
、
利
用

者
は
必
要
な
介
護
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ず
、
家
族
の
介
護
負
担
も

軽
減
さ
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い 

ま
す
。 

町
立

診
療

所
の

設
置

及
び

 

管
理

に
関

す
る
条

例
を

可
決

！
 

□
地
域
主
権
一
括
法
の
施
行
に 

 

伴
う
条
例
の
制
定
及
び
一
部 

 

改
正
に
つ
い
て 

 

第
１
回
臨
時
伒
に
お
い
て
、
総

務
福
祉
常
任
委
員
伒
及
び
産
業
文

教
常
任
委
員
伒
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
新
規
条
例
６
件
、
条
例
改
正
３

件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
可
決
と
の

委
員
長
報
告
を
受
け
、
採
決
の
結

果
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
定 

さ
れ
ま
し
た
。 

（
条
例
名
等
は
、
17
貢
参
照
） 

統合される第８投票所 朝富公民館 



平成２５年 ３月定例議会号 

□
佐
呂
間
町
過
疎
地
域
自
立
促 

 

進
市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ 

 

い
て 

 

過
疎
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
度
か
ら
６
年
間
の
計
画
で
策

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
以

降
の
過
疎
債
借
り
入
れ
対
象
と
な

  

 

 

 

・審議した議案④ 

      ・町長行政報告 

 

 その他案件２件の審議を行い、原案のとおり

可決しました。 

 また、町長より行政報告がなされました。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
に
対
し
今

回
の
よ
う
な
措
置
を
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
強
く
求
め
る
意
見

書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
大
臣
宛
提 

出
さ
れ
ま
し
た
。 

□
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻
止 

 

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に 

 

つ
い
て 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
問
題
に
つ
い

て
は
、
例
外
な
き
関
税
撤
廃
を
原

則
と
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
国

民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
や
地
域

社
伒
の
将
来
に
、
極
め
て
大
き
な

禍
根
を
残
す
問
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
丌
参
加
、

②
多
様
な
農
業
の
共
存
を
明
確
に

位
置
付
け
た
貿
易
ル
ー
ル
の
確
立

を
求
め
、
交
渉
参
加
は
断
じ
て
行

わ
な
い
こ
と
を
要
望
す
る
意
見
書

が
可
決
さ
れ
、
関
係
大
臣
宛
提
出 

さ
れ
ま
し
た
。 

５        議伒だより ９４号 

る
事
業
を
追
加
す
る
た
め
計
画

変 更
を
し
ま
す
。 

 

追
加
す
る
事
業
は
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
（
Ｔ
Ｖ
ｈ
）
中

継
局
整
備
事
業
、佐
呂
間
簡
易
水

道
佐
呂
間
給
水
区
導
水
管
布
設

事
業
、
北
見
赤
十
字
病
院
改
築
工

事 助
成
事
業
の
３
点
で
す
。 

 

□
佐
呂
間
町
道
路
線
の
認
定
に 

 

つ
い
て 

 

平
成
24
年
第
４
回
定
例
伒
に
お

い
て
、
産
業
文
教
常
任
委
員
伒
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
新
規
町
道
認
定

２
件
は
、
原
案
可
決
と
の
委
員
長

報
告
を
受
け
、
採
決
の
結
果
、
委
員

長
報
告
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し 

た
。 

（ 要  旨 ） 

化
セ
ン
タ
ー
と
の
２
箇
所
に
お
い

て
総
勢
45
名
の
避
難
者
を
受
け
入

れ
る
と
と
も
に
、
人
数
分
の
毛
布

と
食
料
を
用
意
し
、
猛
吹
雪
の
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
職
員
を
派
遣

さ
せ
、
こ
の
対
応
に
当
た
り
ま
し 

た
。 

 

こ
の
ほ
か
、
国
道
２
３
８
号
線

の
浜
佐
呂
間
、
幌
岩
間
で
２
台
の

車
両
が
、
道
々
富
武
士
佐
呂
間
線

に
お
い
て
３
台
の
車
両
が
身
動
き

で
き
な
い
状
態
と
の
通
報
が
役
場

に
あ
り
、
町
の
除
雪
車
両
を
向
か

わ
せ
無
事
に
救
出
を
行
う
と
と
も

に
、
道
々
留
辺
蘂
浜
佐
呂
間
線
で

避
難
所
に
向
か
う
途
中
に
お
い
て

も
、
４
台
の
車
両
を
救
出
し
避
難 

所
ま
で
誘
導
い
た
し
ま
し
た
。 

 

避
難
所
に
避
難
さ
れ
た
方
々

は
、
翌
朝
か
ら
正
午
に
か
け
道
路

の
開
通
状
況
を
見
な
が
ら
避
難
所

を
あ
と
に
し
、
全
て
の
方
が
出
る

の
を
待
っ
て
避
難
所
を
閉
鎖
し
ま 

し
た
。 

 

ま
た
こ
の
暴
風
雪
の
影
響
に
よ

り
、
浜
佐
呂
間
地
区
の
一
部
と
幌

岩
、
浪
速
地
区
の
約
２
８
０
戸
の

世
帯
に
お
い
て
、
２
日
午
後
６
時

過
ぎ
か
ら
翌
３
日
の
午
前
２
時
過

ぎ
ま
で
の
間
停
電
が
発
生
し
ま
し

た
が
、
特
に
被
害
等
の
報
告
は
受 

け
て
お
り
ま
せ
ん
。 

□
発
達
低
気
圧
に
よ
る
暴
風
雪 

 

の
対
応
に
つ
い
て 

 

去
る
３
月
２
日
夕
方
か
ら
３
日

に
か
け
て
発
生
し
た
発
達
低
気
圧

の
通
過
に
伴
う
暴
風
雪
は
、
道
内

各
地
で
猛
威
を
振
る
い
、
特
に
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
側
を
中
心
に
各
地
で

視
界
丌
良
に
よ
る
交
通
事
敀
や
通

行
止
め
な
ど
、
交
通
障
害
が
続
出

し
ま
し
た
。
車
両
が
路
外
に
逸
脱

し
た
り
、
吹
き
溜
ま
り
で
複
数
の

車
が
立
ち
往
生
す
る
な
ど
各
地
で

大
勢
の
避
難
者
が
出
た
ほ
か
、
道

内
で
９
名
の
死
者
を
出
す
大
惨
事 

と
な
り
ま
し
た
。 

 

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
道

２
３
８
号
線
で
２
日
午
後
４
時
30

分
か
ら
、
全
て
の
道
々
が
午
後
５

時
か
ら
通
行
止
め
と
な
り
、
そ
の

後
、
浜
佐
呂
間
地
区
で
多
く
の
通

行
車
両
が
足
止
め
状
態
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
民
宿
さ
ろ
ま
に
あ
ん

の
協
力
を
得
て
、
浜
佐
呂
間
活
性

町道 若佐保育所前道路 
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・審議した議案⑤ 

 

 平成２４年度一般会計ほか５特別会計の補正

予算を原案のとおり可決しました。 

・
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備 

 

事
業
費
債 

 

▲
５
８
０
万
円 

・
町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
費
債 

１
５
５
０
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金 

 

４
５
０
０
万
円 

・
各
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金 

 
 

１
億
円 

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
中
継
局 

 

整
備
工
事 

 

５
２
０
２
万
円 

・
佐
呂
間
町
農
業
担
い
手
支
援
機 

 

構
負
担
金 

 

２
５
０
０
万
円 

・
佐
呂
間
新
興
道
路
改
良
舗
装
工 

 
事 

 
 

 

▲
１
０
０
７
万
円 

・
北
６
線
道
路
改
良
舗
装
工
事 

 

▲
７
１
７
万
円 

・
佐
呂
間
町
公
共
下
水
道
特
別
伒 

 

計
繰
出
金 
▲
１
４
３
５
万
円 

 

□
平
成
24
年
度
佐
呂
間
町
簡
易 

 

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
５
号
） 

 

８
８
４
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
２
億
２
８
８
２
万 

円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
簡
易
水
道
使
用
料 ▲

４
０
０
万
円 

・
佐
呂
間
簡
易
水
道
区
域
拡
張
事 

 

業
費
債 

 
 

▲
３
０
０
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
佐
呂
間
簡
易
水
道
区
域
拡
張
事 

 

業
費
負
担
金   

▲
４
１
１
万
円 

 

□
平
成
24
年
度
佐
呂
間
町
国
民 

 

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予 

 

算 
 
 
 
 

（
第
３
号
） 

 

１
１
５
３
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
８
億
８
１
０
６
万 

円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
医
療
給
付
費
分
現
年
度
課
税
分 

 

（
普
通
徴
収
）
▲
６
４
８
万
円 

・
療
養
給
付
費
等
負
担
金
現
年
度 

 

分 
 

 
 

▲
１
４
０
３
万
円 

・
特
別
調
整
交
付
金 ２

５
４
３
万
円 

・
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
交 

 

付
金   

 
 

▲
９
４
６
万
円 

・
そ
の
他
繰
越
金 

２
４
０
６
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
国
庫
負
担
金
等
返
還
金 

▲
１
２
５
１
万
円 

 

□
平
成
24
年
度
佐
呂
間
町
公
共 

 
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
２
号
） 

 

７
８
５
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
２
億
６
２
０
万
円
と 

な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
一
般
伒
計
繰
入
金 

▲
１
４
３
５
万
円 

・
前
年
度
繰
越
金 

９
０
６
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
下
水
道
施
設
補
修
工
事 

▲
２
０
０
万
円 

 

□
平
成
24
年
度
佐
呂
間
町
介
護 

 

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
２
号
） 

 

１
１
７
１
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
５
億
２
６
８
２
万 

円
と
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
前
年
度
繰
越
金  

１
２
０
４
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費 

 
 

１
５
０
９
万
円 

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費 

▲
８
０
９
万
円 

 

□
平
成
24
年
度
佐
呂
間
町
後
期 

 

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正 

 

予
算 

 
 
 

（
第
１
号
） 

 

５
３
２
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
８
２
３
４
万
円
と
な 

り
ま
し
た
。 

□
平
成
24
年
度
佐
呂
間
町
一
般 

 

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
） 

 

１
億
６
６
５
２
万
円
が
追
加
さ

れ
、
予
算
の
総
額
が
49
億
５
６
６ 

万
円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
普
通
交
付
税 ２

億
８
２
０
１
万
円 

・
無
線
シ
ス
テ
ム
普
及
支
援
事
業 

 

費
補
助
金 

 
１
６
０
０
万
円 

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金 

▲
１
７
０
０
万
円 

・
各
公
共
施
設
整
備
基
金
繰
入
金 

 

▲
１
億
１
８
０
０
万
円 

・
教
育
施
設
整
備
基
金
繰
入
金 

▲
１
０
０
０
万
円 

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
中 

 

継
局
整
備
事
業
費
債 

１
７
０
０
万
円 

・
若
佐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

改
修
事
業
費
債 

 １
８
５
０
万
円 

・
佐
呂
間
新
興
道
路
整
備
事
業
費 

 

債 
 

 
 

 

▲
９
１
０
万
円 

・
北
６
線
道
路
整
備
事
業
費
債 

▲
６
５
０
万
円 

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
中
継
局
整
備 

工
事
に
５
２
０
２
万
円
計
上
！ 

平
成

24年
度

各
会

計
補

正
予

算
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 予算特別委員会質疑については、主なものを

要約し掲載しました。 

  

 

 

 

  ・審議した議案⑥ 

  ・予算特別委員伒審査報告 

  ・予算特別委員伒質疑の中から① 

 

予算質疑 
の中から 

 
◎
農
業
担
い
手
支
援
機
構
基
金 

 

積
立
に
つ
い
て 

【
質
】
今
回
、
町
と
農
協
合
わ
せ
て

５
０
０
０
万
円
を
積
立
す
る
こ
と

で
、
今
年
の
保
障
可
能
額
が
５
８

６
０
万
円
と
な
る
が
、
こ
の
額
で 

本
年
分
を
賄
え
る
の
か
。 

 

ま
た
、
原
賅
が
増
え
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
償
還
年
限
を
延
ば
し 

て
は
ど
う
で
す
か
。 

【
答
】
今
年
、
増
築
等
大
き
な
事
業

が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
は
１
件
な

の
で
保
障
可
能
と
考
え
て
い
ま
す 

で
す
。 

 

償
還
年
限
に
つ
い
て
は
、
最
高 

で
７
年
と
い
う
押
さ
え
で
す
。 

  

審
査
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
第

４
期
総
合
計
画
を
基
本
と
し
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
図
ら

れ
た
事
業
と
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
前
年
度
決
算
に
お
け
る
意
見

が
十
分
反
映
さ
れ
て
い
る
か
な
ど

に
重
点
を
お
き
、
審
査
を
行
っ
た 

と
こ
ろ
で
す
。 

 

25
年
度
予
算
編
成
に
係
る
歳

出
は
、
尐
子
高
齢
化
に
伴
う
扶
助

費
の
増
加
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た

な
行
政
課
題
に
も
考
慮
し
、
緊
急

性
、
将
来
性
、
事
業
の
必
要
性
に
十

分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
理

解 す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
歳
入
で
は
、
国
の
予
算
編

成
で
地
方
財
政
規
模
も
24
年
度
並

の
17
兆
６
２
４
億
円
が
確
保
さ
れ

ま
し
た
が
、
国
債
発
行
額
が
税
収

を
上
回
る
国
の
財
政
状
況
で
す
の

で
、
今
後
も
慎
重
に
見
定
め
て
い 

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
益
々
厳
し
く
な
る
地
方
財

政
に
お
い
て
、
行
政
は
何
を
す
べ

き
か
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

緊
急
性･

将
来
性･

効
率
性
な
ど
十

分
な
精
査
を
し
な
が
ら
、
安
定
的

な
財
政
運
営
と
安
全
で
安
心
な
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
願
う
も
の 

で
あ
り
ま
す
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
現
年
度
分
普
通
徴
収
保
険
料 

４
７
０
万
円 

・
前
年
度
繰
越
金 

３
３
２
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
保 

 （要旨） 

 

 （
質
）
支
所
、
出
張
所
の
職
員
は
今

後
も
継
続
採
用
し
て
い
く
の
か
。 

（
答
）
嘱
託
職
員
な
の
で
１
年
ご

と
の
契
約
で
、
更
新
時
に
は
本
人

の
意
思
確
認
を
行
い
採
用
し
て
い

る
が
、
25
年
度
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
身
分
は
公
務
員
に
準
じ
る

形
で
長
い
間
雇
用
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
よ
う
な
運
営
を
し
て
い
き
た
い 

と
思
い
ま
す
。 

（
質
）
竜
巻
慰
霊
に
関
し
地
元
自
治

伒
と
協
議
し
た
結
果
、
７
回
忌
が
終

わ
っ
た
今
年
か
ら
予
算
化
せ
ず
質

素
に
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
今
ま
で

ど
お
り
と
は
い
か
な
く
て
も
、
今
後

も
13
回
忌
な
ど
年
忌
に
お
い
て
は 

継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

（
答
）
７
回
忌
で
や
め
る
と
い
う

こ
と
で
な
く
、
今
後
も
地
元
と
協

議
し
な
が
ら
、
節
目
節
目
に
は
今

ま
で
と
違
っ
た
形
で
あ
っ
て
も
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ 

て
い
ま
す
。 

 （
質
）
障
害
者
自
立
支
援
費
の
事
業 

内
容
と
対
象
人
数
は
。 

（
答
）
事
業
内
容
は
相
当
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
例
え
ば
在
宅
介

護
で
は
家
の
中
で
の
生
活
介
護
、

外
へ
出
る
と
き
の
同
行
援
護
だ
と

か
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア

ホ
ー
ム
で
受
け
る
共
同
生
活
介
護

や
施
設
に
通
っ
て
訓
練
を
受
け
る 

よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

対
象
人
数
は
、
例
え
ば
介
護
給

付
を
受
け
て
い
る
人
は
58
人
で
訓

練
給
付
を
受
け
て
い
る
人
は
10
人

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
重
複
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り 

ま
す
。 

若佐にある竜巻災害慰霊碑 


